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主催／川西市　問い合わせ／人権推進課 ☎740 -1150
※応募方法などの詳細は人権推進課のHPをご覧ください。
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「ハッピーバースデー」 西山  紀子さん
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広報

～ 出会い 気づき 発見 ～ 人権擁護都市宣言・非核平和都市宣言のまち  川西市人権擁護都市宣言・非核平和都市宣言のまち  川西市

人権情報誌 令和2年（2020年）9月1日

編集・発行／川西市人権推進課
〒666-8501  川西市中央町12-1

☎ 072-740-1150
FAX 072-740-1151

受賞作品の紹介
　今年度も「人権川柳コンテスト」に小・中学生の
皆さんを中心に多数ご応募いただきました。
　その中で、各部の優秀賞に選ばれた５作品を
ご紹介いたします。

人権の視点で身近な風景を写してみませんか人権の視点で身近な風景を写してみませんか 作品募集
〈共通テーマ〉  『 コロナ禍 』 〈応募資格〉  市内在住、在勤、在学の人〈共通テーマ〉  『 コロナ禍 』 〈応募資格〉  市内在住、在勤、在学の人
〈　　賞　　〉  最優秀賞  １点　副賞（ギフト券 5千円分）

優 秀 賞  ２点　副賞（ギフト券 3千円分）
佳　　作　３点　副賞（ギフト券 1千円分）
※高校生（18歳）以下はすべて図書カード

〈　　賞　　〉  最優秀賞  １点　副賞（ギフト券 5千円分）
優 秀 賞  ２点　副賞（ギフト券 3千円分）
佳　　作　３点　副賞（ギフト券 1千円分）
※高校生（18歳）以下はすべて図書カード
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【子どもの人権相談】  
 

広報じんけん1部の印刷代は約5円、配布する経費は約1円です。

相談受付は
インターネット
からでも可

子どもに寄り添う 『子どもの人権オンブズパーソン』

●相談日時：平日の午前10時～午後6時（これ以外の日時は、留守番電話、手紙、FAXで）
◎FAX／072-740-1233　◎手紙／〒666-8501　オンブズパーソンあて　市役所5階

☆いじめや不登校などさまざまな事情で悩む子どもたちからのSOSを受け止め、人権侵害からの擁護・救
　済をはかる機関です。1998年12月に市の条例で設置された日本ではじめての公的第三者機関です。

【相談内容の割合の推移（2001年～2019年）】【相談内容の割合の推移（2001年～2019年）】
 注）グラフの4つの項目は、オンブズによせられた相談内容の項目を一部抜粋したもの。

　　1回の相談で、複数の相談内容を含む場合があるため、グラフ内の％は100を超える。
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ひとりで悩まないで！…困ったときは「子どもの人権オンブズパーソン」へ

　　ここ数年で最多の相談・調整回数
　2019年はケース数が94件(新規65件・前年からの継続29件)、相談者数は165人、相談・調整をした回数は831回(子ど
も313回、保護者348回、関係機関等170回)でした。前年と比べるといずれも増加しており、ここ数年ではもっとも多くなり
ました。また、子どもの相談のうち7割は来所での面談で、子どもと直接会ってじっくり話を聞くことを大切にしています。

相談活動 　だれでも市内の子どもの人権問題についてオンブズパーソン
　に相談できます。相談は電話・来所・手紙・FAXで行うことができ、受付
　だけであればネットからでも行えます。
調整活動　該当する子どもに関係するおとなに対して働きかけ、子ども
　の権利を擁護するための対話や環境づくりにあたります。
調査活動　子どもの人権擁護・救済に関する制度改善を目指した調査を
　行います。申立てを受けて行う場合と(匿名も可）、オンブズが独自に調
　査を行う場合があります。
制度改善 調査にもとづいて行為や制度等の改善を求める勧告や意見表
　明、または調整活動から見えてくる課題に対する提言を行います。
個別救済　子どもの権利侵害が解消された時点で解決とします。

　　複雑化する問題
　これまでの相談内容の推移を見てみると、2000年代のはじめは「教職員等の指導上の問題」の相談が多かったのですが、
2012年以降は「家庭生活・家族関係」の相談が多くなっています。一方で「交友関係の悩み」や「不登校」については、毎年一
定数の相談があり、2019年は「不登校」に関する相談が多くなりました。
　近年は背景に複数の問題が絡み合い、しかもそれぞれの問題が根深いケースが少なくありません。こうしたケースにかか
わる際は、子どもの話を丁寧に聞きながら課題を整理し、学校や行政機関とも複数回にわたって協議しながら解決に向けて
取り組む必要があります。そして、地道な個別救済の活動から見えてきた制度的な課題について、社会に発信していくこと
もオンブズの重要な役割です。

フリーダイヤル  0120-197-505フリーダイヤル  0120-197-505

川西オンブズのしくみ（概略版）

相談・調整活動

調査活動

制度改善 個別救済
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子どもの人権オンブズパーソンとは？
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※1面の背景写真は、7月に平和を願う市民から寄せられた8千羽の折り鶴です。今年度は、被爆75年を記念して、すべての折り鶴を
8月9日にあわせて長崎に送りました。また、例年の「折り鶴平和大使」派遣事業は、コロナ禍により中止しました。

※1面の背景写真は、7月に平和を願う市民から寄せられた8千羽の折り鶴です。今年度は、被爆75年を記念して、すべての折り鶴を
8月9日にあわせて長崎に送りました。また、例年の「折り鶴平和大使」派遣事業は、コロナ禍により中止しました。
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